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1_往復50㌔の大洲コースに挑戦。写真は五郎河原のコ
スモス畑　2_地元の栗農家・亀岡夫妻に教えてもらいな
がら作った栗ご飯　3_目の前に広がる風景を眺めなが
ら、絶品ランチを味わった　4_全員完走で充実の２日間

　２年ぶりとなる「100 円商店街」（内子まちづくり商
店街協同組合主催）が 11 月 20 日、内子本町商店街で
開かれました。出店数は 30 以上で、ほとんどの商品が
100 円。唐揚げやプリンなど、各店自慢の商品が並びま
した。久しぶりのにぎわいに、出店者の宮瀬貴

よしひさ

久さん＝
内子５＝は「大好きなイベントを再開できて最高の気分。
皆さんの笑顔が見られてうれしい」と喜びました。

お待たせしました「第30回100円商店街」
楽しい、おいしい、うれしいが町いっぱい

捨てられた空き缶などを一生懸命に拾う参加者

買い物と交流を楽しむ姿が商店街中に広がっていた

みんなでごみを拾って地球をきれいに
豊かな自然に感謝するアースデイ in内子

　「アースデイin内子」（エコ好き内子他主催）が 11 月 13
日、郷ノ谷川沿いで行われました。アースデイは地球環
境のことを考え、行動する日。参加した 27 人は、２時
間で約 56㌔の空き缶などのごみを拾い集めました。山
上花

か ほ

穂さん（天神小３年）は「たくさんのごみが捨てら
れていて驚いた。みんなで頑張ってきれいにしたから、
きれいなままであってほしい」と願いました。

心豊かな内子時間を自転車で感じよう
新しい旅の提案「内子サイクリングツアー」

　「内子サイクリングツアーＳ
ステ イ ア ン ド ラ イ ド

ｔａｙ＆Ｒｉｄｅ～秋の栗編～」（（一社）
内子町観光協会主催）が 10 月 23・24 の両日、石畳地区
などで行われました。地元ガイドと一緒にサイクリング
を楽しみながら、より深く内子町の観光を楽しむ企画。
今回は女性限定のモニターツアーとして初心者を中心と
した８人が、初めての取り組みを体験しました。
　１日目はビジターセンターから石畳地区の弓削神社ま
でを往復するコース。栗農家の軒先で食べるランチで
は、秋の味覚を楽しむだけでなく、竹の器で作る栗ご飯
のワークショップもありました。秋晴れの石畳地区を堪
能した後は、町並保存地区内のツム・シュバルツェン・カ
イラーのドイツ料理とビールで交流を深めました。２日
目は大洲市までの長距離サイクリングにも挑戦しました。
　企画した内子町地域おこし協力隊の大川民

た み え

恵さんは
「内子町とサイクリングのよさを一度に味わえるツアー。
参加者からも好評で手ごたえを感じた。これからも新し
いツアーを企画するので、町民の皆さんもぜひ参加して
新たな内子の魅力を発見してほしい」と呼び掛けました。
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　ふるさと教育の一環で毎年行っている卒業証書用の手
漉き和紙体験が、町内各小学校の６年生を対象に行われ
ました。10月26日には五十崎小の15人が体験。和紙工
房ニシオカの西岡芳

よしのり

則さんが「下から勢いよく」「分厚く
してな」と、一人一人に漉き方を優しく教えていました。
岡田花

か の ん

音さんは「卒業証書は一生残るもの。自分で作っ
たという思い出と一緒に大切にしたい」と笑顔でした。

町内の小学６年生全員が手漉き和紙体験
一生に１回、世界で１枚の卒業証書作り

　国際ソロプチミスト大洲から五城保育園に絵本が贈ら
れ、11 月２日に贈呈式が行われました。同団体は幼少
期から本に親しんで心豊かに育ってほしいと、毎年町内
の保育園などに本を贈っています。渡邉亜

あ き

紀園長は「子
どもたちもたくさんの絵本をもらって喜んでいる。本当
にありがたい」とお礼を述べました。園内では、さっそ
く本を開く子どもたちの笑顔であふれていました。

絵本がいっぱい、笑顔もいっぱい
国際ソロプチミスト大洲が図書寄贈

手漉き和紙に挑戦する児童を優しく見守る西岡さん（左）

やっぱりいいね！  文化芸術の秋
五十崎文化祭に２年ぶりのにぎわい

　文化の日に合わせた文化祭が各自治センターなどで行
われました。町内で唯一、展示以外の催しがあった五十
崎文化祭は11月7日、五十崎自治センターで開催。飲食
をテイクアウトにするなどの工夫をし、多くの人でにぎ
わいました。和太鼓演奏や生け花体験などもあり、来場
した田中猛

たけし

さん＝内子17＝は「久しぶりの祭り気分。コ
ンサートもすてきだった」と声を弾ませました。

気に入った絵本を手に笑顔を見せる園児たち

容器に入れるときのコツなどを教える大程さん（右）

　「味噌づくり教室」が 10 月 20 日、内子東自治センター
で開かれました。講師は大程幸

ゆ き こ

子さん。程内地区でこん
にゃくやみその作り方を教えています。参加した 10 人
は、大豆をつぶして麹を混ぜる「仕込み」の工程に挑戦。
「とても簡単でびっくりした」と喜ぶ参加者に、大程さ
んは「若い人でも簡単に作れるので、覚えて家庭の味に
つなげてほしい」と話していました。

手作りみそが家庭の味
簡単でびっくりの「味噌づくり教室」

内子ストリートダンスクラブが踊りで会場を盛り上げた


